










2016年 5月 18日（水） :  医学部開設百周年記念ホール 
星陵オーディトリウム　講堂
がん治療と緩和ケアの真の融合を目指して
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よって証明された（Oizumi M, Inoue A, et al. Oncolo-
gist 2012）
136 井上 ─ がん治療と緩和ケアの真の融合を目指して
































































井上 ─ がん治療と緩和ケアの真の融合を目指して 137
善の治療」を受けられる環境を整備する（進行肺がん
領域では既に実践している）．② 「早期からの緩和ケ
ア」に欠かせない，がん治療医の緩和ケアスキルの向
上と専門的緩和ケア医の育成に努める．③ 都道府県
がん診療連携拠点病院としての基盤を整備し，研究面
でも優れたエビデンスを発信できるよう努力する．今
後，これらの目標が達成されているか否かについて，
温かくも厳しい目で見守っていただけると幸いであ
る．
